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　肺がんは、国内の部位別がん死亡数※１が最も多く、
2020年には約７万６千人の方が亡くなっています。
肺がんの原因は様々ですが、「喫煙」は最大の危険因子
であり、禁煙することが肺がん予防の最善策だと言わ
れています。また肺がんに限らず、定期的ながん検診
や人間ドックによるがんの早期発見・早期治療が、と
ても重要です。

　シリーズ「がんと共に生きる　住み慣れたこの場所
で」3回目の今号では、「肺がんを知る」と題し、当院
の呼吸器内科医師が肺がんの予防や治療、患者さまや
ご家族へのサポートについて、詳しく解説します。

※１国立がん研究センター がん情報サービス がん登録・統計 参照
　　https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html

▲ 気管支鏡検査を行う呼吸器内科医師

10 周年、そして未来へ

　　 がんと共に生きる　住み慣れたこの場所で③
肺がんを知る －肺がんの予防と治療－

シリーズ
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肺
が
ん
と
は
、
気
管
支
や
肺
胞
の
正
常

な
細
胞
が
タ
バ
コ
や
放
射
線
な
ど
の
影
響

で
が
ん
化
し
た
も
の
で
す
。
が
ん
は
周
り

の
組
織
を
壊
し
な
が
ら
増
大
し
、
血
液
や

リ
ン
パ
の
流
れ
に
乗
っ
て
全
身
に
転
移
し

て
い
く
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
肺
が
ん
の
患

者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
1
年
間
で

約
12
万
人
が
新
た
に
診
断
さ
れ
、
7
万
人

以
上
の
肺
が
ん
患
者
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
肺
が
ん
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
組

織
型
に
よ
っ
て
腺
が
ん
、
扁
平
上
皮
が
ん
、

大
細
胞
が
ん
、
小
細
胞
が
ん
な
ど
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

・
予
防
に
つ
い
て

　
が
ん
の
予
防
に
は
、
が
ん
に
か
か
ら
な

い
た
め
の
1
次
予
防
と
、
が
ん
を
早
期
発

見
し
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
の
2

次
予
防
が
あ
り
ま
す
。

　
肺
が
ん
の
1
次
予
防
は
、ず
ば
り
「
禁
煙
」

で
す
。
タ
バ
コ
に
は
多
く
の
発
が
ん
物
質

が
含
ま
れ
て
お
り
、
気
管
支
や
肺
の
細
胞

が
発
が
ん
物
質
に
繰
り
返
し
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
遺
伝
子
に
傷
が
つ
き
、
が
ん

化
し
て
い
き
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
で

は
、
吸
わ
な
い
人
と
比
べ
て
肺
が
ん
に
か

か
る
リ
ス
ク
が
4
．
5
倍
も
高
く
、
喫
煙

を
始
め
た
年
齢
が
若
く
、
喫
煙
本
数
が
多

い
ほ
ど
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
数
字
は
禁
煙
す
る
こ
と
で
年
々

下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
20
年
以
上
禁
煙
す

る
と
肺
が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
は
、
吸
わ

な
い
人
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
ま
で
下
が
る
と

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ

は
肺
が
ん
に
限
ら
ず
全
身
の
が
ん
や
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
万
病
の
元
で
す
。
タ

バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
方
は
、
元
気
に
長
生

き
す
る
た
め
に
1
日
も
早
く
禁
煙
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の
2
次

予
防
は
、「
検
診
」
で
す
。
40
歳
以
上
の
方

は
年
に
1
回
、
肺
が
ん
検
診
と
し
て
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
勧
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
50
歳
以
上
で
ヘ

ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
（
1
日
の
た
ば
こ
の
本

数
と
喫
煙
年
数
を
か
け
た
数
字
が
6
0
0

以
上
）
の
人
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
に
加

え
て
喀
痰
検
査
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に
検
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
治
療
に
つ
い
て

　
精
密
検
査
に
よ
り
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ

る
と
、
が
ん
の
進
行
度
（
ス
テ
ー
ジ
）
に

よ
っ
て
治
療
方
針
が
決
ま
り
ま
す
。
発
見

が
早
期
の
場
合
、
手
術
や
放
射
線
治
療
が

選
択
さ
れ
、
進
行
度
が
進
む
に
つ
れ
て
抗

が
ん
剤
治
療
（
化
学
療
法
）
を
中
心
と
し

た
治
療
法
と
な
り
ま
す
。
近
年
、
肺
が
ん

の
治
療
、
特
に
抗
が
ん
剤
治
療
は
目
覚
ま

し
く
進
歩
し
て
お
り
、
従
来
の
薬
剤
に
加

え
、
分
子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
薬
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

薬
剤
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
分
子

標
的
薬
は
、
が
ん
の
発
生
や
進
行
に
直
接

的
な
役
割
を
果
た
す
ド
ラ
イ
バ
ー
遺
伝
子

（
E
G
F
R
、
A
L
K
、
R
O
S
1
な
ど
）

を
標
的
と
し
た
薬
で
、
高
い
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
薬
は
、
こ
れ
ま
で
の
抗
が
ん
剤

と
は
大
き
く
異
な
り
、
免
疫
細
胞
を
介
し

て
が
ん
細
胞
を
攻
撃
す
る
薬
剤
で
す
。
が



「あなたらしく生きる」を支えています
緩和ケア病床のご紹介

看 護 部 通 信

　当院は、令和5年4月1日に「地域がん診療連携拠点病院」の指定を受けま
した。そこで、更なるがん医療の充実と緩和ケアの向上を目指して昨年10
月5日から、8階東病棟で緩和ケア病床の運営をスタートしました。
　緩和ケア病床の運営目的は、「症状緩和とQOL※1の維持・向上に努め、
退院を視野に入れ安心して生活するための支援」です。当院の緩和ケア病床
では、主治医・麻酔科医・認定看護師・病棟看護師・薬剤師・リハビリス
タッフ・栄養士・MSW（社会福祉士）が協働し、症状緩和に努め、意思決
定支援や意向に合わせた支援・調整をし、その人らしく生きることを支えて
います。
　当院の緩和ケア病床で行う疼

とう

痛
つう

緩和のひとつとして神経ブロック注射があ
ります。神経ブロック注射を行うことで痛みが緩和され、鎮痛薬を減らすこ
とが可能になります。また痛みが和らぐことで、ご自身がやりたいことに関
心が高まった方もいらっしゃいます。
　緩和ケア病床では、患者さまの状態や希望に合わせて1日の過ごし方が決まります。「午後からの孫の面会に備えて
午前中は休息の時間にしたい」「温めると痛みが楽になるのでゆっくりお風呂に浸かりたい」など。私たちは、患者さ
ま・ご家族さまに寄り添いながら、丁寧にケアさせていただくことを大切にしています。

緩和ケア認定看護師　森下　久実※1 QOL（Quality of Life）の略　生活の質

今日のお風呂は「別府の湯」です
（写真はご本人・ご家族の許可を得て撮影しております）

ん
の
種
類
や
患
者
さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
薬
剤
を
使
い
分
け
、
場
合
に
よ
っ

て
併
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
院
で

は
、
最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）

に
基
づ
い
て
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
最
適
な
治
療
法
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

・
当
院
で
行
う
緩
和
ケ
ア
や

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
が
ん
治
療
の
中
で
重
要
な
要
素
と
し
て
、

「
緩
和
ケ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。「
緩
和
ケ
ア
」

と
聞
く
と
、
何
も
治
療
法
が
な
く
な
っ
た

時
に
最
後
に
受
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違

い
で
す
。
が
ん
に
伴
う
つ
ら
さ
に
は
、
体

が
だ
る
い
、
痛
い
と
い
っ
た
身
体
的
苦
痛

か
ら
、
不
安
で
眠
れ
な
い
、
や
る
気
が
で

な
い
と
い
っ
た
精
神
的
問
題
、
思
う
よ
う

に
働
け
な
い
と
い
っ
た
社
会
的
問
題
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
は
、
こ

れ
ら
の
が
ん
に
伴
う
心
と
体
の
つ
ら
さ
を

和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
が

ん
と
診
断
さ
れ
た
そ
の
時
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
当
院
で
は
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
か
ら
な
る
緩

和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
あ
り
、
患
者
さ
ま
や
ご

家
族
が
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

・
さ
い
ご
に

　
毎
年
多
く
の
方
が
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ

て
お
り
、
肺
が
ん
は
決
し
て
自
分
に
は
関

係
な
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ

を
吸
っ
て
い
る
方
は
、
今
日
か
ら
禁
煙
を

始
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
40
歳
以
上
の
方

は
毎
年
の
検
診
を
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ

う
。
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
で
も
私

た
ち
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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病院だより「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。

〒436-8555
掛川市菖蒲ヶ池1番地の1

TEL 0537-21-5555過去の病院だよりをホームページでご覧いただけます。 中東遠 検索

ホームページ  https://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/

スマートフォン・タブレットからアクセスする際にはQR コードをご利用ください

RECRUIT
当院では職員を募集しています
会計年度任用職員
（非常勤職員）
医師事務作業補助者、
メディカルエイド、
事務職員

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

【医師事務作業補助者（MS）とは?】
医師が行う業務のうち、事務的な業務をサ
ポートする職種です。医師の指示のもと、診
察や検査オーダー入力補助、診断書や証明
書といった文書の作成などを行っています。

【メディカルエイド（MA）とは?】
シーツ交換や、食事の配下膳など患者さまの
日常生活の支援や、外来や検査室等への移
送、病棟の物品管理など、診療の環境を整え
る仕事を行っています。

▲医師事務作業補助者

１日あたりの患者数
入院 404 人
外来 1,178 人

紹 介 率 88.6 %
逆 紹 介 率 112.3 %
病 床 利 用 率 81 %
平均在院日数 9.1 日
手 術 件 数 551 件
救命救急センター受診者数 1,417 人
救急搬送件数 633 件

12月の
診療実績

4月～6月の期間限定で、人間
ドック・協会けんぽ生活習慣病
予防健診のオプション検査を特
別料金にて受診いただけます。
詳細は当院ホームページでご確
認ください。

このたび以下のとおり人事異動を行いましたのでお知らせいたします。

年度初めに人間ドックや
健診を受けましょう！

４月・５月・６月は強化月間

▶
詳
細
は
こ
ち
ら

▶
専
用
フ
ォ
ー
ム

人間ドック・健診センター
☎0537-28-8028
受付時間：9:00～16:00（土日祝日除く）

問い合わせ

開院10周年を迎えた、袋井市立聖隷袋井市民病院、掛川東病院、中東遠総合医療センターの３病院に在
籍する医師らが、脳卒中について市民の皆さまにわかりやすく講演します。

テーマ：『ワンチームで取り組む脳卒中  急性期～回復期～在宅まで』
日　時  令和６年3月16日(土）午後２時～午後4時
場　所  中東遠総合医療センター３階大会議室
定　員  130名(先着順）
　　　　　※定員に達した時点で申込みを締め切ります。
申込み  2月14日(水)～3月15日(金)
　　　　　電話、FAX、または病院ホーム
　　　　　ページの専用フォームから
申込み・問合せ
中東遠総合医療センター 経営戦略室
TEL：0537-21-5555(代表）　FAX：0537-28-8971

講演①「脳卒中の急性期医療」
　　　　講師：中東遠総合医療センター脳神経外科
　　　　　　　脳神経外科　診療部長　鳥飼 武司 医師

講演②「脳卒中－リハビリテーション－
歩ける？運転は？むせる？」

　　　　講師：袋井市立聖隷袋井市民病院
　　　　　　　脳神経外科　部長　竹原 誠也 医師

講演③「回復期から在宅における脳卒中当事者サポート｣
　　　　講師：掛川東病院　院長　宮地 紘樹 医師

「脳卒中市民講座」を開催掛川市・袋井市３病院
開院10周年合同企画

無料
参加費

どなたでも

 １月１日付　中東遠総合医療センター 

１月１日付　医務局 

<副院長職>

腎臓内科　赤
あか
堀
ほり
　利
とし
行
ゆき

整形外科　浦
うら
崎
さき
　哲
てつ
哉
や

外　　科　京
きょう
兼
かね
　隆
たか
典
のり

麻 酔 科　内
うち
山
やま
　智
とも
浩
ひろ

<副医務局長職>

脳神経外科　鳥
とり
飼
がい
　武
たけ
司
し

<院長補佐職>

循環器内科　森
もり
川
かわ
　修
しゅうじ
司

人事のお知らせ


